第36回　施設処遇検討会議　議事録　H24.2.27

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　出席者：須々田珠実・馬渕豊子・小笠原嘉紀・中岫かなえ

小坂和子・上平ユリ子・中村文洋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 欠席者：秋山欣也・長谷部拓生・木村春子）

記　録：馬渕　豊子
議題

１：馬渡　武光　様（青風荘入所者様）の処遇について

２：青木　紀子　様（青山荘入所者様）の処遇について

１：馬渡　武光　様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：糖尿病

＜問題点＞

1 荘内生活のルールーや衛生面において不適切な行動が見られる

・偏った節約の仕方をする事から適切な使用ができない。

・不衛生であるという認識が持てない。

・異性に対して不適切な接触を図ることがある。

＜①への介入方法＞

・固執した行動「しけもく」がある。誤って火災の危険性にも及ぶ事を説明する。又、衛生上不潔な行為になる事を繰り返しその場で伝え認識して頂き、改善を図るよう見守る。

・日常的なマナー、落ちた食品を拾い食べる、食後皿舐め、惣菜汁舐め、捨てた牛乳パック残量確認微量の牛乳をすする等の行為について、その場で声がけして不衛生な事を説明して見守る。

・過度な節約意識とこだわりにより下着、靴下など、消耗していても繕う行動がある。必要に応じて新品を購入することを丁寧に促して新品購入時は処分して代わりの品物がある事を理解して頂き

継続した指導と定着を図る。

・異性に関しては適度な距離感を保つよう見守り、過度な様子が見られた際には、その現場で相手への配慮が対人関係においても必要と適宜説明を繰り返して指導継続する。

2 糖尿病の理解が乏しい

・糖尿病の危険性と食事制限の必要性理解が浅い

＜②への介入方法＞

・定期健康プログラム、個人対応も含めて糖尿病の理解と食事制限の必要性を意識して頂く様、継続した教育を行う。

・定期体重測定の数値を伝え、体重増減の変化にも関心を示して頂く様、個別指導の場面で指導する。

・間食、ジュース、飲料水選択する等の工夫で食事制限継続している事への評価をこまめに行い効果が現れている現状をわかりやすく伝えて、取り組みが持続するよう励まし維持する。

※障害程度区分

・判定結果は「区分2」で通知がある。

＜評価＞

・癖、固執場面が度々見られるもマナー的に不適切な場合、その場の声がけや促しを穏やかに継続。対人関係も良好に行えるよう見守る。身体状況が（糖尿病）現状維持で推移できるよう食品の選び方や食べ方など具体的に理解できる対応で支援する。

・趣味関心促す。ガーデニングやプランターでの野菜作り、裁縫で作品作りを新規で提供する。

２：青木　紀子　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：なし

＜問題点＞

1 日中活動

・日課の適切な遂行

・定期自炊の実施

・青山荘での過ごし方

＜①への介入方法＞

・自主起床困難な日が多く、強行な介入が必要。朝食後に自室に戻ることも多く朝食後薬も忘薬に繋がる恐れある。二度寝回避のために自室に戻らず娯楽室で過ごすよう促す。

・定期自炊は手際も良く決められた日に行う。食材管理が不十分なため声掛けする。

・知人方訪問以外は自室で寝ている事多く余暇の過ごし方としてカラオケ、作品作りに誘い、時間を有効的に過ごせるよう促す。

2 病状、服薬管理

・病状に合わせた服薬管理

・病状への自己対策

・服薬チェック張管理の継続

＜②への介入方法＞

・体調変化や不調について具体的に聞き取り主治医に情報提供行い、適切な服薬処方につなげる。

・話しを傾聴する中で日常的に症状緩和の方法や工夫がされる事へのアドバイスを行う。

・特に朝食後、二度寝する事が頻回で服薬自己管理も含め注意と見守りが優先される。

3 家族関係

・自宅へ定期外出泊の実施

＜③への介入方法＞

・お盆、正月以外でも数ヶ月に1回の定期外出泊の実施を継続。自宅での役割を果たし、家族様（主に父様）との関係性を柔軟にして、家事仕事を積極的に行い自己評価を高めると共に家族様からも良好な印象を得る機会とする。

④　金銭管理

・生活感のある金銭管理

＜④への介入方法＞

・定期に出納帳記入を行い、自炊費、日用品費、交際費など各項目に当てはまるよう金銭使用がされているかを話し合い、必要経費算出の適正化を体験する。

＜評価＞

· 3年での退所希望があり、退所後はアパートでの単独生活を希望されている。その為には生活全般の確立が望まれる。生活リズム、病状、服薬自己管理の安定、自炊、保清、金銭管理、整理整頓等の各項目が現段階では充分には確立しているとは言えず、不明瞭さが見られて理解力と行動にもムラが見られている。

この部分を補足、退所希望を満たす為に必要目標値となる内容を分かりやすく、スケジュール化して2～３ヶ月毎に目標値に到達しているかを本人様とも確認して頂き具体的で現実化した支援の指針とする。

